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P２～３	…新たなメンバーでスタート
P４～８	…ここが聞きたい！予算審査
P18	 …聞かせて！山高生の声



新たなメンバー で始動 議会人事決まる新たなメンバー で始動 議会人事決まる

広報広聴委員会 足柄上衛生組合議会議員

	 委員長	 児玉	洋一 	 委員	 大野	徹也 石田	照子

	 副委員長	 池谷	仁宏 	 委員	 冨田	陽子 冨田	陽子

	 委員	 和田	成功 	 委員	 府川	輝夫 足柄西部清掃組合議会議員

	 委員	 瀬戸	伸二 	 委員	 熊澤	友子 石田	照子

	 委員	 高橋	純子 	 委員	 遠藤	和秀 遠藤	和秀

	 委員	 瀬戸	恵津子 大野	徹也

和田	成功	議員

大野	徹也	議員

高橋	純子	議員

熊澤	友子	議員

瀬戸	伸二	議員

府川	輝夫	議員

池谷	仁宏	議員

冨田	陽子	議員

瀬戸	恵津子	議員

児玉	洋一	議員
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第 2回臨時会
（5月 12日開催） 新たなメンバー で始動 議会人事決まる新たなメンバー で始動 議会人事決まる
議長	石田	照子

　丹沢山系の新緑が燃

えるように美しい 5月

12 日の初議会におきま

して、36代議長に就任

いたしました。

　責任の重さを考えま

すと身の引き締まる思いでいっぱいですが、

先輩議員の皆様が築き上げてこられました伝

統の重みをしっかり受け継ぎ、議会の更なる

活性化に努め、町民の負託に応えられる議会

をめざします。　

　山北町では、初の女性議長でもありますの

で、歩く広告塔としての宣伝効果も併せ、町

の PRと活性化にお役にたてればと思います。

　簡単ではございますが、町民の皆様のご指

導とご協力をお願い申し上げ、就任のあいさ

つとさせていただきます。

副議長	遠藤	和秀
　この度５月 12 日に

開催された臨時議会に

おいて副議長に選任さ

れ、責任の重さを感じ

ているところです。

　前期にはあり方検討

委員会委員長を務めてまいりましたが、その

経験を活かし、新体制の中で議長のサポート

をし、議会活動が円滑に機能するよう努力し

てまいります。

　今後も更なる議会改革は必要です。｢見せる

化・見える化｣ を継続していき、町民の声に

耳を傾け、町政に反映させてまいります。魅

了と活気あるまちづくりをしていくため、よ

り一層のご指導とご協力をお願い申し上げ、

就任のあいさつとさせていただきます。

議長　石田	照子 副議長　遠藤	和秀 監査委員　瀬戸	恵津子

議会運営委員会 総務環境常任委員会 福祉教育常任委員会

	 委員長	 和田	成功 	 委員長	 大野	徹也 	 委員長	 冨田	陽子

	 副委員長	 児玉	洋一 	 副委員長	 児玉	洋一 	 副委員長	 府川	輝夫

	 委員	 大野	徹也 	 委員	 和田	成功 	 委員	 瀬戸	伸二

	 委員	 冨田	陽子 	 委員	 池谷	仁宏 	 委員	 高橋	純子

	 委員	 府川	輝夫 	 委員	 瀬戸	恵津子 	 委員	 熊澤	友子

	 委員	 熊澤	友子 	 委員	 遠藤	和秀 	 委員	 石田	照子

正副議長
選挙の結果

議長選挙
　　石田	照子　　10票　児玉	洋一　１票
　　瀬戸	恵津子　１ 票　

※有効投票　12票
無効投票　		0 票

副議長選挙
　　遠藤	和秀　９票　瀬戸	恵津子　１票
　　和田	成功　１票　児玉	洋一　　１票

※有効投票　12票
無効投票　		0 票
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町
長
　
町
民
生
活
に
支
障
が
出

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
だ
け
で
の
支

援
は
難
し
く
、
国
の
動
向
を
見

て
い
く
。
次
年
度
予
算
は
、
年

次
途
中
で
も
流
動
的
に
動
け
る

よ
う
余
裕
を
残
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
る
。

物
価
高
騰
へ
の

�

対
応
は

　
物
価
高
騰
で
、
町
民
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
。

　
予
算
に
支
援
策
は
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
次
年
度
予
算
の

見
通
し
は
。

予算審査ここが
聞きたい？？？

令和５年度　一般会計・特別会計・水道事業会計

� 89億6303万円
令和５年度の一般会計及び各特別会計・水道事業会計について、
３月９日、10日の予算特別委員会（石田照子委員長）で審議した。
主な質疑は以下の通り。

石田照子予算特別委員会委員長

　
個
人
町
税
民
は
減
少
し

て
い
る
が
、
法
人
町
民
税
・

固
定
資
産
税
は
増
加
予
算

と
な
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

町
民
税
務
課
長
　
法
人
町
民
税

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
前
の
生
活
に
戻
り

つ
つ
あ
る
点
を
考
慮
し
て
令
和
５
年

度
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
は
企
業
立
地
の
軽
減
措

置
が
令
和
4
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

や
、
新
東
名
工
事
が
延
期
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

都
市
整
備
課
長
　
防
犯
カ
メ
ラ

は
５
基
の
遊
具
と
同
時
期
に
設

置
す
る
。
今
後
、
丸
山
公
園
の

整
備
は
小
学
校
側
の
法
面
を
整

備
し
、
平
場
を
拡
張
し
て
い
き

た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
で
安
心
し
て

遊
べ
る
公
園
へ

　
丸
山
公
園
・
平
山
の
び

の
び
公
園
へ
防
犯
カ
メ
ラ

が
設
置
さ
れ
る
が
、
設
置

時
期
と
整
備
内
容
は
。丸山公園

「富士山がきれいだね〜」

チ
ェ
ッ
ク

企
画
総
務
課
長
　
業
務
量
が
多

く
、
専
門
家
に
よ
る
分
析
も
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
職
員
自
ら
が

計
画
策
定
に
関
わ
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
た
め
、
事
業
内
容
を
精
査

し
、
経
費
削
減
に
努
め
て
い
く
。

委
託
に
頼
ら
ず

職
員
の
手
で

　
事
業
計
画
策
定
に
は
、
職

員
の
知
見
を
積
み
重
ね
る
た
め

に
も
、
で
き
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

隠れた桜の名所
平山のびのび公園

みんなでつくる 魅力あふれる
 元気なまち やまきたの実現にむけて
　令和５年第１回定例会を３月３日から 14日まで開催しました。
　令和５年度予算総額、一般会計（52 億 4600 万円）、特別会計、水道事業会計合わせて 89 億
6303万円の予算案を審議し可決しました。

令和５年度 予算可決

注 目 事 業
ユネスコ無形文化遺産登録で
世界に向け「山北のお峰入り」
公開事業� 1182 万円

新婚さんを応援
住まいづくり応援事業
� 600万円

EVの導入で環境に配慮を
再生可能エネルギー導入推進事業
� 966万円

戸別受信機更新等助成を
自主防災対策事業
� 2594万円

旧山北体育館代替施設建設に向け
体育施設整備事業
� 3350万円

15歳を18歳までに対象を拡大
小児医療費助成事業
� 2805万円
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個
人
町
民
税
は
減
少
し

て
い
る
が
、
法
人
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民
税
・

固
定
資
産
税
は
増
加
予
算

と
な
っ
て
い
る
。
要
因
は
。



生
涯
学
習
課
長
　
１
０
０
％
近

く
の
町
産
材
の
使
用
を
見
込

ん
で
い
る
。
重
ね
梁
工
法
を

採
用
し
、
特
注
の
木
材
で
は

な
く
、
市
場
に
出
回
る
材
料

を
使
用
す
る
よ
う
な
設
計
を

進
め
て
い
る
。

旧
体
育
館
代
替
体
育
施
設
建
設

木
材
の
町
で
活
性
化
を

　
体
育
施
設
整
備
事
業
費

が
予
算
計
上
さ
れ
た
が
、

施
設
規
模
と
し
て
は
費
用

が
多
過
ぎ
る
。
事
業
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

外観イメージ図

生
涯
学
習
課
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
で
見
送
っ
て
い

た
旧
体
育
館
代
替
体
育
施
設
は
、

林
野
庁
の
補
助
金
を
活
用
し
、

町
産
材
を
使
用
し
た
施
設
の
建

設
を
考
え
て
お
り
、
令
和
４
年

度
は
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

森
林
の
町
な
ら
で
は
の
木
造
施

設
と
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
環
境
に
も
配
慮
で
き
、
木
育

に
も
効
果
的
だ
と
考
え
る
。
こ

の
事
業
は
木
材
利
用
の
取
り
組

み
も
注
目
を
集
め
、
町
の
活
性

化
や
林
業
振
興
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
予
算
も
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
コ
ス
ト
削
減
に
は

努
め
て
い
く
。
な
お
、
事
業
費

に
は
建
築
工
事
で
使
用
す
る
木

材
の
調
達
費
用
も
含
ん
で
い
る
。

　
代
替
施
設
は
、
町
産
材

を
使
用
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
程
度
使
用
す
る

の
か
。

農
林
課
長
　
5
か
所
か
ら

１
２
６
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

間
伐
材
が
搬
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

間
伐
材
搬
出
奨
励
金
に
着
目

　
間
伐
材
搬
出
奨
励
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
木

材
の
搬
出
量
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

町産材100％の使用を期待する

奨励金を活用し継続的な搬出を

環
境
課
長
　
役
場
駐
車
場
に
急

速
充
電
器
を
設
置
し
、
電
気
自

動
車
1
台
を
リ
ー
ス
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
技
術
は

急
速
に
進
歩
し
て
い
る
の
で
、

リ
ー
ス
と
し
、
10
月
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｖ
の
導
入
で

　
　
　
　
環
境
に
配
慮
を

　
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
設
備
借

上
料
と
、
電
気
自
動
車
借

上
料
の
具
体
的
な
内
容
は
。

企
画
総
務
課
長
　
町
の
公
共
交

通
は
、
循
環
バ
ス
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
が
単
独
で
走
っ
て

い
る
。
会
議
で
は
、
総
合
的

に
検
討
す
る
の
で
、
経
費
も

見
直
さ
れ
て
く
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

委
託
料
の
見
直
し
を

　
地
域
公
共
交
通
会
議
で

は
、
委
託
料
の
見
直
し
と
、

広
域
的
な
観
点
で
の
検
討

を
す
る
べ
き
で
は
。

地
域
防
災
課
長
　
あ
ん
し
ん

メ
ー
ル
の
加
入
率
が
約
30
％

と
低
い
た
め
、
ア
プ
リ
を
導

入
し
て
も
ア
プ
リ
に
移
行
す

る
方
が
少
な
い
と
予
測
で
き

る
の
で
、
ま
ず
は
、
あ
ん
し

ん
メ
ー
ル
の
加
入
率
を
上
げ

る
努
力
を
す
る
。

防
災
ア
プ
リ
の
導
入
を

　
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
防
災

無
線
機
導
入
と
と
も
に
、

防
災
ア
プ
リ
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
。

町
長
　
町
と
し
て
支
援
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
財
源
に
つ
い

て
は
、
保
存
会
と
も
調
整
し
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
も
視

野
に
入
れ
財
源
に
充
て
て
い
き

た
い
。

教
育
長
　
伝
承
者
の
人
材
確

保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
の
で
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

「
山
北
の
お
峰
入
り
」

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
山
北
の
お
峰
入
り
記
念

公
演
は
ど
の
よ
う
な
公
演

に
な
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
令
和
5
年
10

月
8
日
に
記
念
公
演
を
行
う
。

川
村
小
学
校
で
公
演
を
行
い
、

山
北
駅
前
商
店
街
で
道
行
を

行
っ
た
後
、
共
和
地
区
の
神
明

社
で
奉
納
公
演
を
行
う
。
入
場

で
き
な
い
方
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

ラ
イ
ブ
で
視
聴
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

　「
山
北
の
お
峰
入
り
」
と

し
て
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
今
回
は
、
国
庫

負
担
金
や
保
存
会
等
か
ら

財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
継
続
さ
せ

て
い
く
た
め
の
財
源
は
ど

う
確
保
す
る
の
か
。
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生
涯
学
習
課
長
　
１
０
０
％
近

く
の
町
産
材
の
使
用
を
見
込

ん
で
い
る
。
重
ね
梁
工
法
を

採
用
し
、
特
注
の
木
材
で
は

な
く
、
市
場
に
出
回
る
材
料

を
使
用
す
る
よ
う
な
設
計
を

進
め
て
い
る
。

旧
体
育
館
代
替
体
育
施
設
建
設

木
材
の
町
で
活
性
化
を

　
体
育
施
設
整
備
事
業
費

が
予
算
計
上
さ
れ
た
が
、

施
設
規
模
と
し
て
は
費
用

が
多
過
ぎ
る
。
事
業
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

外観イメージ図

生
涯
学
習
課
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
で
見
送
っ
て
い

た
旧
体
育
館
代
替
体
育
施
設
は
、

林
野
庁
の
補
助
金
を
活
用
し
、

町
産
材
を
使
用
し
た
施
設
の
建

設
を
考
え
て
お
り
、
令
和
４
年

度
は
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

森
林
の
町
な
ら
で
は
の
木
造
施

設
と
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
環
境
に
も
配
慮
で
き
、
木
育

に
も
効
果
的
だ
と
考
え
る
。
こ

の
事
業
は
木
材
利
用
の
取
り
組

み
も
注
目
を
集
め
、
町
の
活
性

化
や
林
業
振
興
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
予
算
も
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
コ
ス
ト
削
減
に
は

努
め
て
い
く
。
な
お
、
事
業
費

に
は
建
築
工
事
で
使
用
す
る
木

材
の
調
達
費
用
も
含
ん
で
い
る
。

　
代
替
施
設
は
、
町
産
材

を
使
用
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
程
度
使
用
す
る

の
か
。

農
林
課
長
　
5
か
所
か
ら

１
２
６
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

間
伐
材
が
搬
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

間
伐
材
搬
出
奨
励
金
に
着
目

　
間
伐
材
搬
出
奨
励
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
木

材
の
搬
出
量
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

町産材100％の使用を期待する

奨励金を活用し継続的な搬出を

環
境
課
長
　
役
場
駐
車
場
に
急

速
充
電
器
を
設
置
し
、
電
気
自

動
車
1
台
を
リ
ー
ス
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
技
術
は

急
速
に
進
歩
し
て
い
る
の
で
、

リ
ー
ス
と
し
、
10
月
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｖ
の
導
入
で

　
　
　
　
環
境
に
配
慮
を

　
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
設
備
借

上
料
と
、
電
気
自
動
車
借

上
料
の
具
体
的
な
内
容
は
。

企
画
総
務
課
長
　
町
の
公
共
交

通
は
、
循
環
バ
ス
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
が
単
独
で
走
っ
て

い
る
。
会
議
で
は
、
総
合
的

に
検
討
す
る
の
で
、
経
費
も

見
直
さ
れ
て
く
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

委
託
料
の
見
直
し
を

　
地
域
公
共
交
通
会
議
で

は
、
委
託
料
の
見
直
し
と
、

広
域
的
な
観
点
で
の
検
討

を
す
る
べ
き
で
は
。

地
域
防
災
課
長
　
あ
ん
し
ん

メ
ー
ル
の
加
入
率
が
約
30
％

と
低
い
た
め
、
ア
プ
リ
を
導

入
し
て
も
ア
プ
リ
に
移
行
す

る
方
が
少
な
い
と
予
測
で
き

る
の
で
、
ま
ず
は
、
あ
ん
し

ん
メ
ー
ル
の
加
入
率
を
上
げ

る
努
力
を
す
る
。

防
災
ア
プ
リ
の
導
入
を

　
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
防
災

無
線
機
導
入
と
と
も
に
、

防
災
ア
プ
リ
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
。

町
長
　
町
と
し
て
支
援
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
財
源
に
つ
い

て
は
、
保
存
会
と
も
調
整
し
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
も
視

野
に
入
れ
財
源
に
充
て
て
い
き

た
い
。

教
育
長
　
伝
承
者
の
人
材
確

保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
の
で
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

「
山
北
の
お
峰
入
り
」

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
山
北
の
お
峰
入
り
記
念

公
演
は
ど
の
よ
う
な
公
演

に
な
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
令
和
5
年
10

月
8
日
に
記
念
公
演
を
行
う
。

川
村
小
学
校
で
公
演
を
行
い
、

山
北
駅
前
商
店
街
で
道
行
を

行
っ
た
後
、
共
和
地
区
の
神
明

社
で
奉
納
公
演
を
行
う
。
入
場

で
き
な
い
方
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

ラ
イ
ブ
で
視
聴
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

　「
山
北
の
お
峰
入
り
」
と

し
て
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
今
回
は
、
国
庫

負
担
金
や
保
存
会
等
か
ら

財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
継
続
さ
せ

て
い
く
た
め
の
財
源
は
ど

う
確
保
す
る
の
か
。
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福
祉
課
長
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
（
※
）
を
実
施
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
定
期
的
に
食
糧

品
が
届
き
、
町
で
は
、
米
な
ど

足
り
な
い
分
を
購
入
す
る
。
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
方
に
届

く
よ
う
、
民
生
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

若
い
世
帯
の

�
移
住
促
進
を

　
多
く
の
若
い
方
に
住
ん

で
い
た
だ
き
た
い
が
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
と
は

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

定
住
対
策
課
長
　
令
和
５
年
度

か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
本
年
、
4
月
1
日
か
ら
3

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
け
が
受

理
さ
れ
た
39
歳
以
下
の
世
帯
に

対
す
る
新
生
活
を
応
援
す
る
事

業
で
あ
る
。

　
年
収
に
制
限
は
あ
る
が
、
新

居
購
入
費
、
ア
パ
ー
ト
等
の
家

賃
や
敷
金
・
礼
金
・
仲
介
手
数

料
、
新
居
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

や
引
っ
越
し
費
用
が
対
象
と

な
る
。

　
ま
た
、
補
助
額
は
夫
婦
と
も

に
39
歳
以
下
の
世
帯
が
上
限

30
万
円
、
29
歳
以
下
の
世
帯
が

上
限
60
万
円
で
あ
る
。

　
生
活
困
窮
事
業
の
予
算

が
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
に
確
実
に
届
く
の
か
。

支
援
は
確
実
に

届
く
よ
う
に

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は

　
各
家
庭
で
使
い
切
れ
な

い
未
使
用
食
品
を
持
ち
寄

り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て

フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
や
地

域
の
福
祉
施
設
な
ど
に
寄

贈
す
る
活
動
の
こ
と

福
祉
課
長
　
令
和
5
年
度
か
ら

は
、
負
担
金
の
算
出
方
法
が
利

用
実
績
を
重
視
し
た
算
出
方
法

に
変
更
と
な
っ
た
た
め
増
額
と

な
っ
た
。
利
用
者
は
全
体
で
は

２
４
１
名
、
山
北
町
で
は
21
名

の
方
が
利
用
し
て
い
る
。

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
山
北

　
小
児
医
療
費
の
助
成
対

象
が
18
歳
ま
で
拡
大
さ
れ

る
が
、
開
始
時
期
と
対
象

と
な
る
条
件
は
。

福
祉
課
長
　
今
後
、
町
か
ら
送

付
す
る
申
請
通
知
で
、
申
請
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
開
始
時
期

は
6
月
診
療
分
か
ら
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
な
お
、
婚
姻
や

就
職
の
有
無
は
問
わ
な
い
。

　
上
郡
５
町
広
域
で
病
児

保
育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

負
担
金
が
増
と
な
っ
て
い

る
要
因
は
。

要
支
援
者
情
報
の
更
新
は
迅
速
に

　
避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
事
業
は
、
災
害
弱
者
の

方
が
避
難
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
が
、
情
報
共
有
や

更
新
は
的
確
に
さ
れ
る
べ

き
で
は
。

福
祉
課
長
　
情
報
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
現
況
調
査
や
施
設
入

居
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
名
簿

を
更
新
し
て
い
る
が
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
共
有
が
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

町
長
　
水
道
事
業
の
広
域
化
が

言
わ
れ
て
い
る
が
、
簡
易
水
道

に
つ
い
て
は
、
町
単
独
で
実
施

す
る
た
め
、
知
識
や
経
験
を

持
っ
た
職
員
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
の
地
形
は
山
間
部
で

あ
り
広
大
な
た
め
、
水
道

事
業
に
か
か
わ
る
職
員
に

は
、
知
識
や
経
験
が
求
め

ら
れ
る
。

　
技
術
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
人
材
育
成
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

特
別
会
計

�

水
道
事
業

保
険
健
康
課
長
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
健
康
管
理
を
す
る

も
の
で
、
保
健
師
が
健
康
状

態
を
確
認
し
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
事
業
と
は
。

特
別
会
計

�

国
民
健
康
保
険

３
月
定
例
会（
３
月
７
日
）

予
防
接
種

　
予
防
接
種
事
業
が

５
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て

い
る
。
町
民
の
健
康
を
守

る
重
要
な
事
業
と
思
う
が
。

保
険
健
康
課
長
　
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
子
ど
も
の
接
種
率
が

低
調
だ
が
、
母
子
保
健
事
業
で

接
種
の
確
認
に
よ
る
接
種
率
の

向
上
を
図
り
、
予
防
接
種
を
必

要
と
す
る
全
町
民
の
接
種
率
を

向
上
さ
せ
健
康
を
守
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

事
業
９
０
０
万
円
減
額
の

理
由
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
当
初
予
算

編
成
後
に
、
運
行
バ
ス
に
つ
い

て
入
札
に
よ
り
運
行
業
務
委
託

料
の
減
額
が
図
れ
た
こ
と
と
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
中
学
校

の
部
活
便
で
朝
の
一
便
が
減
少

し
た
こ
と
。

防
災
対
策

　
防
災
対
策
事
業
の
デ
ジ

タ
ル
戸
別
受
信
機
設
置
業

務
委
託
料
が
66
万
円
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
更
新

が
必
要
な
方
へ
の
周
知
は

ど
う
か
。

地
域
防
災
課
長
　
当
初
44
世
帯

の
戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
設
置
希

望
者
の
減
少
に
よ
り
減
額
と

な
っ
た
。
令
和
５
年
度
６
年

度
も
更
新
作
業
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
対
象
者
へ
の
周
知

を
徹
底
す
る
。

商
工
振
興

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
持
続
化
補
助
金
が

４
７
３
万
円
減
額
さ
れ
た

要
因
は
。

商
工
観
光
課
長
　
見
込
み
に
対

す
る
申
請
実
施
の
減
少
や
、
上

限
額
に
満
た
な
い
申
請
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

未
来
へ
つ
な
が
る
施
策
を
確
認

�

藤
原
　
浩

　
令
和
５
年
度
は
、
経
済
活
動
に
お
い
て
回
復

に
向
か
う
可
能
性
は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
自
治
体
経
営
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
す
か

わ
か
ら
な
い
懸
念
が
あ
り
、
不
測
の
事
態
に
対

応
す
る
予
算
編
成
と
し
た
町
長
の
考
え
は
理
解

で
き
る
。

　
人
口
減
少
社
会
で
税
収
の
減
少
懸
念
に
対
し
、

投
資
的
予
算
が
少
な
く
歳
入
の
柱
と
な
る
施
策

に
乏
し
い
こ
と
、
計
画
策
定
の
外
部
委
託
の
多

さ
等
指
摘
事
項
も
あ
っ
た
が
、
旧
山
北
体
育
館

代
替
施
設
で
町
産
材
１
０
０
％
の
建
設
計
画
等
、

未
来
へ
つ
な
が
る
施
策
が
確
認
で
き
た
事
実
に

よ
り
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

商
業
の
灯
を
消
す
な

�

清
水
　
明

　
昨
年
、
長
ら
く
町
の
商
業
を
担
っ
て
き
た
商

店
振
興
会
が
解
散
し
、
山
北
駅
を
中
心
と
す
る

商
店
が
姿
を
消
し
て
い
る
。

　
駅
周
辺
の
空
洞
化
が
進
み
、
近
場
で
の
買
い

物
が
事
実
上
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
町

内
の
商
店
を
救
済
す
る
べ
く
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
を
町
は
継
続
し
て
き
た
が
、
利

用
者
に
は
好
評
で
も
、
町
内
の
商
店
救
済
に
は

つ
な
が
っ
て
な
い
。
商
工
会
も
巻
き
込
ん
で
町

内
の
商
店
の
生
き
残
り
策
の
見
え
な
い
予
算
案

に
反
対
す
る
。

令和５年度一般会計当初予算:賛成反対討論

議
員
発
議

議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

�

関
す
る
条
例
の
制
定

　
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
関
し
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
。

議
会
広
報
広
聴
委
員
会
に

�

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
議
員
の
定
数
が
５
月
か
ら
14

人
か
ら
12
人
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
に
お
け
る
新
た
な

仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
改
正
し
た
。

　【
改
正
内
容
】

①�

副
委
員
長
が
２
人
か
ら
１

人
へ

②�

分
科
会
及
び
費
用
弁
償
の

廃
止

町議会
YouTubeチャンネル

一般質問などの動画を配
信していますので、チャ
ンネル登録お願いします

賛成反対

開成町にある
病児保育施設
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福
祉
課
長
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
（
※
）
を
実
施
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
定
期
的
に
食
糧

品
が
届
き
、
町
で
は
、
米
な
ど

足
り
な
い
分
を
購
入
す
る
。
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
方
に
届

く
よ
う
、
民
生
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

若
い
世
帯
の

�

移
住
促
進
を

　
多
く
の
若
い
方
に
住
ん

で
い
た
だ
き
た
い
が
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
と
は

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

定
住
対
策
課
長
　
令
和
５
年
度

か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
本
年
、
4
月
1
日
か
ら
3

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
け
が
受

理
さ
れ
た
39
歳
以
下
の
世
帯
に

対
す
る
新
生
活
を
応
援
す
る
事

業
で
あ
る
。

　
年
収
に
制
限
は
あ
る
が
、
新

居
購
入
費
、
ア
パ
ー
ト
等
の
家

賃
や
敷
金
・
礼
金
・
仲
介
手
数

料
、
新
居
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

や
引
っ
越
し
費
用
が
対
象
と

な
る
。

　
ま
た
、
補
助
額
は
夫
婦
と
も

に
39
歳
以
下
の
世
帯
が
上
限

30
万
円
、
29
歳
以
下
の
世
帯
が

上
限
60
万
円
で
あ
る
。

　
生
活
困
窮
事
業
の
予
算

が
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
に
確
実
に
届
く
の
か
。

支
援
は
確
実
に

届
く
よ
う
に

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は

　
各
家
庭
で
使
い
切
れ
な

い
未
使
用
食
品
を
持
ち
寄

り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て

フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
や
地

域
の
福
祉
施
設
な
ど
に
寄

贈
す
る
活
動
の
こ
と

福
祉
課
長
　
令
和
5
年
度
か
ら

は
、
負
担
金
の
算
出
方
法
が
利

用
実
績
を
重
視
し
た
算
出
方
法

に
変
更
と
な
っ
た
た
め
増
額
と

な
っ
た
。
利
用
者
は
全
体
で
は

２
４
１
名
、
山
北
町
で
は
21
名

の
方
が
利
用
し
て
い
る
。

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
山
北

　
小
児
医
療
費
の
助
成
対

象
が
18
歳
ま
で
拡
大
さ
れ

る
が
、
開
始
時
期
と
対
象

と
な
る
条
件
は
。

福
祉
課
長
　
今
後
、
町
か
ら
送

付
す
る
申
請
通
知
で
、
申
請
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
開
始
時
期

は
6
月
診
療
分
か
ら
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
な
お
、
婚
姻
や

就
職
の
有
無
は
問
わ
な
い
。

　
上
郡
５
町
広
域
で
病
児

保
育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

負
担
金
が
増
と
な
っ
て
い

る
要
因
は
。

要
支
援
者
情
報
の
更
新
は
迅
速
に

　
避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
事
業
は
、
災
害
弱
者
の

方
が
避
難
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
が
、
情
報
共
有
や

更
新
は
的
確
に
さ
れ
る
べ

き
で
は
。

福
祉
課
長
　
情
報
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
現
況
調
査
や
施
設
入

居
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
名
簿

を
更
新
し
て
い
る
が
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
共
有
が
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

町
長
　
水
道
事
業
の
広
域
化
が

言
わ
れ
て
い
る
が
、
簡
易
水
道

に
つ
い
て
は
、
町
単
独
で
実
施

す
る
た
め
、
知
識
や
経
験
を

持
っ
た
職
員
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
の
地
形
は
山
間
部
で

あ
り
広
大
な
た
め
、
水
道

事
業
に
か
か
わ
る
職
員
に

は
、
知
識
や
経
験
が
求
め

ら
れ
る
。

　
技
術
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
人
材
育
成
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

特
別
会
計

�

水
道
事
業

保
険
健
康
課
長
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
健
康
管
理
を
す
る

も
の
で
、
保
健
師
が
健
康
状

態
を
確
認
し
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
事
業
と
は
。

特
別
会
計

�

国
民
健
康
保
険

３
月
定
例
会（
３
月
７
日
）

予
防
接
種

　
予
防
接
種
事
業
が

５
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て

い
る
。
町
民
の
健
康
を
守

る
重
要
な
事
業
と
思
う
が
。

保
険
健
康
課
長
　
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
子
ど
も
の
接
種
率
が

低
調
だ
が
、
母
子
保
健
事
業
で

接
種
の
確
認
に
よ
る
接
種
率
の

向
上
を
図
り
、
予
防
接
種
を
必

要
と
す
る
全
町
民
の
接
種
率
を

向
上
さ
せ
健
康
を
守
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

事
業
９
０
０
万
円
減
額
の

理
由
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
当
初
予
算

編
成
後
に
、
運
行
バ
ス
に
つ
い

て
入
札
に
よ
り
運
行
業
務
委
託

料
の
減
額
が
図
れ
た
こ
と
と
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
中
学
校

の
部
活
便
で
朝
の
一
便
が
減
少

し
た
こ
と
。

防
災
対
策

　
防
災
対
策
事
業
の
デ
ジ

タ
ル
戸
別
受
信
機
設
置
業

務
委
託
料
が
66
万
円
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
更
新

が
必
要
な
方
へ
の
周
知
は

ど
う
か
。

地
域
防
災
課
長
　
当
初
44
世
帯

の
戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
設
置
希

望
者
の
減
少
に
よ
り
減
額
と

な
っ
た
。
令
和
５
年
度
６
年

度
も
更
新
作
業
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
対
象
者
へ
の
周
知

を
徹
底
す
る
。

商
工
振
興

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
持
続
化
補
助
金
が

４
７
３
万
円
減
額
さ
れ
た

要
因
は
。

商
工
観
光
課
長
　
見
込
み
に
対

す
る
申
請
実
施
の
減
少
や
、
上

限
額
に
満
た
な
い
申
請
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

未
来
へ
つ
な
が
る
施
策
を
確
認

�

藤
原
　
浩

　
令
和
５
年
度
は
、
経
済
活
動
に
お
い
て
回
復

に
向
か
う
可
能
性
は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
自
治
体
経
営
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
す
か

わ
か
ら
な
い
懸
念
が
あ
り
、
不
測
の
事
態
に
対

応
す
る
予
算
編
成
と
し
た
町
長
の
考
え
は
理
解

で
き
る
。

　
人
口
減
少
社
会
で
税
収
の
減
少
懸
念
に
対
し
、

投
資
的
予
算
が
少
な
く
歳
入
の
柱
と
な
る
施
策

に
乏
し
い
こ
と
、
計
画
策
定
の
外
部
委
託
の
多

さ
等
指
摘
事
項
も
あ
っ
た
が
、
旧
山
北
体
育
館

代
替
施
設
で
町
産
材
１
０
０
％
の
建
設
計
画
等
、

未
来
へ
つ
な
が
る
施
策
が
確
認
で
き
た
事
実
に

よ
り
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

商
業
の
灯
を
消
す
な

�

清
水
　
明

　
昨
年
、
長
ら
く
町
の
商
業
を
担
っ
て
き
た
商

店
振
興
会
が
解
散
し
、
山
北
駅
を
中
心
と
す
る

商
店
が
姿
を
消
し
て
い
る
。

　
駅
周
辺
の
空
洞
化
が
進
み
、
近
場
で
の
買
い

物
が
事
実
上
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
町

内
の
商
店
を
救
済
す
る
べ
く
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
を
町
は
継
続
し
て
き
た
が
、
利

用
者
に
は
好
評
で
も
、
町
内
の
商
店
救
済
に
は

つ
な
が
っ
て
な
い
。
商
工
会
も
巻
き
込
ん
で
町

内
の
商
店
の
生
き
残
り
策
の
見
え
な
い
予
算
案

に
反
対
す
る
。

令和５年度一般会計当初予算:賛成反対討論

議
員
発
議

議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

�

関
す
る
条
例
の
制
定

　
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
関
し
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
。

議
会
広
報
広
聴
委
員
会
に

�

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
議
員
の
定
数
が
５
月
か
ら
14

人
か
ら
12
人
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
に
お
け
る
新
た
な

仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
改
正
し
た
。

　【
改
正
内
容
】

①�

副
委
員
長
が
２
人
か
ら
１

人
へ

②�
分
科
会
及
び
費
用
弁
償
の

廃
止

町議会
YouTubeチャンネル

一般質問などの動画を配
信していますので、チャ
ンネル登録お願いします

賛成反対

開成町にある
病児保育施設
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議案等審 議の結果
第１回　臨時会（２月 14日）

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果
令和４年度一般会計補正予算（第10号）
・�主に出産子育て応援交付金やふるさと応援寄附
金に係る歳入歳出の増で、歳入歳出総額にそれ
ぞれ9047万円を追加し、予算の総額を65億
4762万円とする

可　決

第１回　定例会（３月３日～ 14日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定
・�職員に支給する手当の一部改定及び令和４年の
人事院勧告に基づく職員の給与改定に伴い、改
正するもの

可　決

令和４年度商品券特別会計補正予算（第４号）
・�プレミアム付き商品券の確定見込みによる減で、
歳入歳出それぞれ495万円を減額し、予算の総
額をそれぞれ2億4461万円とする

可　決

小児医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定
・�小児医療費助成事業対象者を拡充することに伴
い、改正するもの

可　決 令和５年度一般会計予算
・�予算の総額を52億4600万円とする

可　決 
（賛成多数）

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
・�健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施
行に伴い、改正するもの

可　決 令和５年度国民健康保険事業特別会計予算
・�予算の総額を14億2740万円とする 可　決

令和４年度一般会計補正予算（第11号）
・�歳入の主なものは、国・県補助負担金の確定見込
み等による変更で、歳出の主なものは各事業費
の執行見込みによる減額で、歳入歳出それぞれ
4029万円を追加し、予算の総額を65億8790
万円とする
・�（仮称）山北スマートインターチェンジ新設事業
工事等細目協定について、債務負担行為の補正、
新東名対策事業他２事業について繰越明許費の
設定をするもの

可　決 令和５年度後期高齢者医療特別会計予算
・�予算の総額を２億49万円とする 可　決

令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第
３号）
・�主に確定見込み等による県支出金、保険給付費
の減額で、歳入歳出それぞれ3504万円を減額し、
予算の総額を13億9606万円とする

可　決 令和５年度下水道事業特別会計予算
・�予算の総額を４億1933万円とする 可　決

令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）
・�主に後期高齢者医療広域連合納付金の減で、歳
入歳出それぞれ102万円を減額し、予算の総額
を2億521万円とする

可　決 令和５年度町設置型浄化槽事業特別会計予算
・�予算の総額を4846万円とする 可　決

令和４年度下水道事業特別会計補正予算（第４号）
・�酒匂川流域下水道管理事業費負担金を補正する
もの
・�排水施設整備事業について繰越明許費の設定を
するもの

可　決 令和５年度山北財産区特別会計予算
・�予算の総額を551万円とする 可　決

令和４年度町設置型浄化槽事業特別会計補正予算
（第２号）
・�主に浄化槽設置事業の減で、歳入歳出れぞれ
1941万円を減額し、予算の総額をそれぞれ
2873万円とする

可　決 令和５年度共和財産区特別会計予算
・�予算の総額を4245万円とする 可　決

令和４年度介護保険事業特別会計補正予算（第３
号）
・�主に確定見込み等による保険給付費の減で、歳
入歳出それぞれ6277万円を減額し、予算の総額
をそれぞれ12億8243万円とする

可　決 令和５年度三保財産区特別会計予算
・�予算の総額を580万円とする 可　決

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和５年度介護保険事業特別会計予算
・�予算の総額を12億8091万円とする 可　決

固定資産評価審査委員会委員の選任
・�固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、
選任するもの「三尋木昭治氏」

同　意

令和５年度商品券特別会計予算
・�予算の総額を822万円とする 可　決

人権擁護委員の推薦
・�人権擁護委員の任期満了に伴い、推薦するもの
���「秋山世津子氏」

同　意

令和５年度水道事業会計予算
・�予算の総額を２億7847万円とする 可　決

議会の個人情報の保護に関する条例の制定
・�議会における個人情報の適切な取り扱いが確保
されるよう条例を制定するもの

可　決

指定管理者（公募施設）の指定
・�町立きのこ園の指定管理者の指定
　「山北町森林組合」

可　決

議会広報広聴委員会に関する条例の一部を改正す
る条例の制定
・�議会議員の定数を定める条例の一部改正に伴い、
改正するもの

可　決

指定管理者（非公募施設）の指定
・�町立山北診療所及び町立中川温泉ぶなの湯の指
定管理者の指定
���山北診療所「公益財団法人�地域医療振興協会」
���中川温泉ぶなの湯「山北町観光協会」

可　決
令和５年度土地開発公社事業計画及び予算
・�山北町土地開発公社理事会において承認された事
業計画及び予算の報告

報告のみ

☆賛成・反対があった議案 (第１回定例会）
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友
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令和５年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○
※○は賛成、●は反対を表しています。児玉洋一議長は、採決に加わりません。

議員名（議席順）
議 案 件 名

第２回　臨時会（５月 12日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

町監査委員の選任
・�「●●●●」氏、「●●●●」氏
※�山北町監査委員の選任について、●●●●議員
は当事者のため採決に加われません。

議案件数によって、表枠が増える可能性あり。

　
議
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頻
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受
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。
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図
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流
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。
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議案等審 議の結果
第１回　臨時会（２月 14日）

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果
令和４年度一般会計補正予算（第10号）
・�主に出産子育て応援交付金やふるさと応援寄附
金に係る歳入歳出の増で、歳入歳出総額にそれ
ぞれ9047万円を追加し、予算の総額を65億
4762万円とする

可　決

第１回　定例会（３月３日～ 14日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定
・�職員に支給する手当の一部改定及び令和４年の
人事院勧告に基づく職員の給与改定に伴い、改
正するもの

可　決

令和４年度商品券特別会計補正予算（第４号）
・�プレミアム付き商品券の確定見込みによる減で、
歳入歳出それぞれ495万円を減額し、予算の総
額をそれぞれ2億4461万円とする

可　決

小児医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定
・�小児医療費助成事業対象者を拡充することに伴
い、改正するもの

可　決 令和５年度一般会計予算
・�予算の総額を52億4600万円とする

可　決 
（賛成多数）

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
・�健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施
行に伴い、改正するもの

可　決 令和５年度国民健康保険事業特別会計予算
・�予算の総額を14億2740万円とする 可　決

令和４年度一般会計補正予算（第11号）
・�歳入の主なものは、国・県補助負担金の確定見込
み等による変更で、歳出の主なものは各事業費
の執行見込みによる減額で、歳入歳出それぞれ
4029万円を追加し、予算の総額を65億8790
万円とする
・�（仮称）山北スマートインターチェンジ新設事業
工事等細目協定について、債務負担行為の補正、
新東名対策事業他２事業について繰越明許費の
設定をするもの

可　決 令和５年度後期高齢者医療特別会計予算
・�予算の総額を２億49万円とする 可　決

令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第
３号）
・�主に確定見込み等による県支出金、保険給付費
の減額で、歳入歳出それぞれ3504万円を減額し、
予算の総額を13億9606万円とする

可　決 令和５年度下水道事業特別会計予算
・�予算の総額を４億1933万円とする 可　決

令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）
・�主に後期高齢者医療広域連合納付金の減で、歳
入歳出それぞれ102万円を減額し、予算の総額
を2億521万円とする

可　決 令和５年度町設置型浄化槽事業特別会計予算
・�予算の総額を4846万円とする 可　決

令和４年度下水道事業特別会計補正予算（第４号）
・�酒匂川流域下水道管理事業費負担金を補正する
もの
・�排水施設整備事業について繰越明許費の設定を
するもの

可　決 令和５年度山北財産区特別会計予算
・�予算の総額を551万円とする 可　決

令和４年度町設置型浄化槽事業特別会計補正予算
（第２号）
・�主に浄化槽設置事業の減で、歳入歳出れぞれ
1941万円を減額し、予算の総額をそれぞれ
2873万円とする

可　決 令和５年度共和財産区特別会計予算
・�予算の総額を4245万円とする 可　決

令和４年度介護保険事業特別会計補正予算（第３
号）
・�主に確定見込み等による保険給付費の減で、歳
入歳出それぞれ6277万円を減額し、予算の総額
をそれぞれ12億8243万円とする

可　決 令和５年度三保財産区特別会計予算
・�予算の総額を580万円とする 可　決

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和５年度介護保険事業特別会計予算
・�予算の総額を12億8091万円とする 可　決

固定資産評価審査委員会委員の選任
・�固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、
選任するもの「三尋木昭治氏」

同　意

令和５年度商品券特別会計予算
・�予算の総額を822万円とする 可　決

人権擁護委員の推薦
・�人権擁護委員の任期満了に伴い、推薦するもの
���「秋山世津子氏」

同　意

令和５年度水道事業会計予算
・�予算の総額を２億7847万円とする 可　決

議会の個人情報の保護に関する条例の制定
・�議会における個人情報の適切な取り扱いが確保
されるよう条例を制定するもの

可　決

指定管理者（公募施設）の指定
・�町立きのこ園の指定管理者の指定
　「山北町森林組合」

可　決

議会広報広聴委員会に関する条例の一部を改正す
る条例の制定
・�議会議員の定数を定める条例の一部改正に伴い、
改正するもの

可　決

指定管理者（非公募施設）の指定
・�町立山北診療所及び町立中川温泉ぶなの湯の指
定管理者の指定
���山北診療所「公益財団法人�地域医療振興協会」
���中川温泉ぶなの湯「山北町観光協会」

可　決
令和５年度土地開発公社事業計画及び予算
・�山北町土地開発公社理事会において承認された事
業計画及び予算の報告

報告のみ

☆賛成・反対があった議案 (第１回定例会）
瀬
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令和５年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○
※○は賛成、●は反対を表しています。児玉洋一議長は、採決に加わりません。

議員名（議席順）
議 案 件 名

第２回　臨時会（５月 12日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

町監査委員の選任
・�「●●●●」氏、「●●●●」氏
※�山北町監査委員の選任について、●●●●議員
は当事者のため採決に加われません。

議案件数によって、表枠が増える可能性あり。
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第２回　臨時会（５月 12日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和5年度一般会計補正予算（第2号）
・	主に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金事業などによる増額で、歳入歳出それぞれ3804万
円を追加し、予算の総額を53億2155万円とする

可　決
専決処分の承認（令和4年度一般会計補正予算（第12号））
・	地方譲与税、地方交付税などの額の確定に伴い、
地方自治法第179条第1項の規定により専決処
分したもの

承　認

監査委員の選任
・「瀬戸恵津子氏」
※	監査委員の選任について、瀬戸恵津子議員は当
事者のため採決に加われません。　

同　意
専決処分の承認（令和4年度国民健康保険事業特
別会計補正予算（第4号））
・	県支出金の減少に伴い、財政調整基金から繰入れを行うため、
地方自治法第179条第1項の規定により専決処分したもの

承　認

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
・	国民健康保険法施行令等の改正に伴い急施を要
するため、地方自治法第179条第1項の規定に
より専決処分したもの

承　認
専決処分の承認（令和5年度一般会計補正予算（第1号））
・	新型コロナウイルスに係るワクチン接種を早期
に実施する必要があるため、地方自治法第179
条第1項の規定により専決処分したもの

承　認



一
般
質
問

三園運営協議会

民間主導による整備が予定されている水上地区（向原）

原稿は、質問者本人が作成しています。
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わ
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だ
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功
のり

 議員

問 子どもにやさしいまちづくりを

問
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定
住
の
推
進
を

答 教育・保育環境の充実を図っていく

答
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進
を
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て
い
く

動画は
こちら

　

人
口
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、
当
町
も
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齢
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に
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。
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て
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。
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。
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掘
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れ
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も
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携
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。
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か
ら
15
歳
ま
で
の
一
貫

教
育
・
保
育
』
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

令
和
４
年
度
は
「
顔
の
見
え
る

関
係
」
を
合
言
薬
に
、
２
月
末
ま
で
に

延
べ
１
４
０
名
の
教
職
員
が
参
加
し
、

園
、
学
校
間
の
積
極
的
な
保
育
や
授
業

の
参
観
、
研
究
会
へ
の
参
加
、
情
報
交

換
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

問答問答

　

今
後
は
、
水
上
地
区
と
尾
先
地
区
に

つ
い
て
、
土
地
利
用
研
究
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
土
地
利
用
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　

東
山
北
１
０
０
０
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

み
ず
か
み
テ
ラ
ス
と
町
道
水
上

２
号
線
の
整
備
が
完
了
し
、
向
原
保
育

園
の
移
転
と
道
路
整
備
を
含
め
た
土
地

利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問答
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一
般
質
問

階段の手すり

廊下の手すり

介護保険利用ガイド

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 介護申請を受けたら素早く対応しては
答 独自の新たな支援制度を検討する

動画は
こちら

遠
えん

藤
どう

 和
かず

秀
ひで

 議員

　

町
は
他
町
よ
り
進
ん
だ
支
援
政
策

が
あ
る
が
、
現
行
の
国
の
保
健
福
祉

制
度
だ
け
で
は
、
細
か
な
支
援
が
受

け
ら
れ
ず
安
心
し
て
生
活
で
き
る
と

は
言
え
な
い
。

　

町
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
み
病
気
・
ケ
ガ
等
に
よ
り
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
増
加
す
る

と
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
　
　

令
和
３
年
10
月
よ
り
、
介
護
保

険
認
定
審
査
会
の
事
務
が
足
柄
上
衛
生

組
合
か
ら
南
足
柄
市
に
移
行
し
た
が
、

介
護
認
定
申
請
か
ら
結
果
が
で
る
ま
で

の
状
況
に
変
更
は
あ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
移
行
し
た
こ
と
か
ら
問
題
が

生
じ
て
い
な
い
か
。

　
　
　

移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
問
題
は

生
じ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
事
務
の
効

率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
要
介
護
申
請
件
数
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
年
間
の
審
査
会
の

回
数
や
１
回
あ
た
り
の
審
査
件
数
を
増

や
す
な
ど
、
審
査
会
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答

　
　
　

病
気
・
ケ
ガ
等
で
歩
行
困
難
に

な
っ
た
場
合
な
ど
、
突
然
の
事
態
に
対

応
で
き
る
独
自
の
支
援
制
度
を
制
定
し

て
は
。

　
　
　

独
自
の
新
た
な
支
援
制
度
を
検

討
す
る
。

問答

　
　
　

認
定
結
果
が
出
る
前
で
も
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
周
知
し
き

れ
て
い
る
と
は
感
じ
な
い
。

　

町
民
へ
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

急
を
要
す
る
よ
う
な
場
合
、
例

え
ば
入
院
中
で
数
日
以
内
に
退
院
す
る

た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

　

周
知
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
高
齢
者
宅

へ
の
訪
問
時
や
民
生
委
員
へ
の
研
修
時

な
ど
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　

介
護
に
関
し
困
っ
た
時
は
、
町
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。

問答
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一
般
質
問

宮地方面や山北町内・平山地区から渋滞している樋口橋交差点 上下線で渋滞している清水橋交差点

松田方面や岸地区から
渋滞している宮地交差点

原稿は、質問者本人が作成しています。

大
おお

野
の

 徹
てつ

也
や

 議員

問 国道246号線の
　交通渋滞解消に向けた対策は
答 引続き国道の４車線化を要望する

動画は
こちら

　

開
通
が
待
た
れ
る
新
東
名
高
速
道

路
は
、
高
松
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
難
航
し

完
成
が
遅
れ
る
が
、
そ
の
間
に
も
国
道

２
４
６
号
線
が
渋
滞
し
、
地
域
住
民
の

生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と

考
え
、
そ
の
対
策
を
質
問
す
る
。

　
　
　

宮
地
信
号
機
の
岸
地
区
か
ら
の

渋
滞
対
策
と
し
て
、
信
号
シ
ス
テ
ム
の

改
善
を
要
求
し
て
は
。

　
　
　

松
田
警
察
署
で
は
現
状
を
変
更

す
る
予
定
は
な
い
が
、
地
元
自
治
会
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
少
し
で
も
改
善
が

図
れ
る
よ
う
今
後
も
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　

樋
口
橋
信
号
機
の
交
通
渋
滞

で
、
神
奈
川
県
警
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー

の
「
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
」（
※
）
に
よ
る
信
号

制
御
は
可
能
か
。

　
　
　

県
内
で
「
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
」
で
の
信

号
制
御
が
可
能
な
箇
所
は
、
横
浜
み
な

と
み
ら
い
地
区
の
み
で
あ
る
。

　

樋
口
橋
の
渋
滞
問
題
は
、
ネ
ク
ス
コ

中
日
本
に
も
対
策
を
講
じ
る
よ
う
働
き

か
け
て
お
り
、
交
通
量
調
査
の
結
果
な

ど
を
基
に
、
地
元
自
治
会
と
と
も
に
松

田
警
察
署
と
協
議
し
な
が
ら
、
渋
滞
の

緩
和
に
向
け
検
討
す
る
。

問答問答

（
※
）「
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
」
と
は

高
度
情
報
通
信
技
術
を
駆
使
し
て
直

接
渋
滞
を
解
消
し
た
り
、
路
線
バ
ス

や
緊
急
車
両
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
行
さ

せ
る
た
め
の
交
通
シ
ス
テ
ム

　
　
　

清
水
橋
信
号
機
で
の
国
道

2
4
6
号
上
下
線
の
交
通
渋
滞
と
、

県
道
76
号
線
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
方
面
か
ら

の
交
通
渋
滞
へ
の
対
策
は
。

　
　
　

新
東
名
高
速
道
路
建
設
工

事
は
、
現
東
名
高
速
道
路
や
国
道

2
4
6
号
線
の
渋
滞
解
消
に
有
効
で

は
あ
る
が
、
山
北
町
の
新
た
な
玄
関
口

の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
設
に
よ
り
、
新
た

な
交
通
渋
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
も
状
況
を
見
な
が
ら
清
水
橋
交

差
点
の
県
道
側
と
国
道
側
の
信
号
待
ち

車
線
の
２
レ
ー
ン
化
に
よ
る
渋
滞
緩
和

対
策
と
し
て
の
改
築
工
事
を
国
・
県
に

要
望
し
、
併
せ
て
国
道
2
4
6
号
線

の
４
車
線
化
を
要
望
し
て
い
く
。

問答
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一
般
質
問

渋滞ボトルネック、バイパス（新東名迂回）ルートとスマートICの位置関係（イメージ）

原稿は、質問者本人が作成しています。

動画は
こちら

堀
ほり

口
ぐち

 恵
けい

一
いち

 議員

　

現
在
、
土
日
や
連
休
な
ど
行
楽
時

期
に
は
、
国
道
２
４
６
号
線
の
安
戸

の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
清
水
橋
交
差
点
付

近
を
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
、
宮
地
、
さ

ら
に
は
松
田
町
付
近
ま
で
渋
滞
が
続

き
、
国
道
利
用
者
は
も
と
よ
り
山
北

町
民
も
非
常
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

　

清
水
橋
交
差
点
付
近
で
は
、
新
東

名
が
開
通
し
た
際
に
は
さ
ら
に
大
き

な
渋
滞
が
発
生
す
る
と
国
か
ら
も
指

摘
さ
れ
、
地
元
で
も
懸
念
点
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
交
通
渋
滞
に
対
し
て
は
、

新
た
な
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
の
設
定
な

ど
、
も
っ
と
大
胆
な
発
想
転
換
が
必

要
と
思
い
質
問
す
る
。

　
　
　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
新
東

名
向
原
展
望
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
際
は
、「
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
間
隔
」「
分
合
流
安

全
面
の
懸
念
」「
渋
滞
助
長
の
懸
念
」「
休

息
施
設
の
採
算
性
」
な
ど
を
理
由
に
難

し
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
あ

れ
か
ら
４
年
、
そ
の
後
の
知
見
で
無
人

化
に
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
策
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
で
き
れ
ば
、

ゲ
ー
ト
を
つ
け
る
の
み
で
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
に
な
る
。

　

現
在
、
既
に
立
派
な
工
事
用
道
路
が

国
道
２
４
６
号
線
か
ら
新
東
名
向
原
工

事
箇
所
ま
で
で
き
て
お
り
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
が
行
き
来
し
て
い
る
。

　

そ
こ
か
ら
新
東
名
（
仮
称
）
山
北

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
又
は
新
東
名
小
山
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ま
で
新
東
名
で
バ
イ
パ
ス

し
、
観
光
な
ど
の
一
般
車
両
が
そ
ち
ら

を
迂
回
す
れ
ば
十
分
渋
滞
は
解
消
す
る

と
思
わ
れ
る
。

　

新
東
名
向
原
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
付
き
展

問

　
　
　

現
在
そ
の
考
え
は
な
い
。

答

望
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
政
治
的
総
合

判
断
で
国
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
に
対

し
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

問 大胆な発想転換で
　国道246号線の渋滞解決を
答 現在発想転換の考えはない
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一
般
質
問

いつまでも美しい富士のままで

地域の心を結ぶおまつり

原稿は、質問者本人が作成しています。

清
し

水
みず

 明
あきら

 議員

問 任期を振り返り、４年間を検証する
答 各部署で取り組んでいる

動画は
こちら

　

４
年
間
の
任
期
を
終
了
す
る
に
あ

た
り
、
過
去
の
質
問
に
対
す
る
検
証

と
そ
の
後
の
進
捗
状
況
及
び
新
た
な

角
度
か
ら
の
再
質
問
を
す
る
。

　
　
　

旧
山
北
体
育
館
跡
地
の
利
用

は
、
資
材
等
の
高
騰
で
建
設
規
模
の
縮

小
に
つ
な
が
る
心
配
は
な
い
か
。

　
　
　

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
県
産

木
材
を
50
％
以
上
使
用
し
た
木
造
施
設

と
す
る
た
め
に
、
基
本
設
計
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
国
の
動
向
も
踏
ま

え
て
次
期
総
合
計
画
に
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
か
。

問答問

　
　
　

人
権
尊
重
か
ら
、
次
期
総
合
計

画
基
本
方
針
に
位
置
づ
け
て
い
く
。

　
　
　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
支

援
の
進
展
は
。

　
　
　

課
題
や
問
題
を
整
理
し
、
必
要

な
組
織
や
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
※
）
等
に

つ
い
て
、情
報
収
集
に
漏
れ
は
な
い
か
。

　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は

小
中
学
校
と
も
連
携
を
図
り
、
相
談
と

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答問答問答

　
　
　

自
治
会
組
織
の
再
生
に
は
、
広

域
避
難
時
の
共
助
が
自
治
会
再
生
に
つ

な
が
る
と
提
案
し
た
が
。

　
　
　

自
治
会
は
、
防
災
・
防
犯
に
役

立
つ
必
要
な
組
織
と
考
え
て
い
る
。

　

積
極
的
な
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
地

域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
　
　

富
士
山
火
山
の
噴
火
に
対
す
る

全
町
を
あ
げ
て
避
難
す
る
際
の
避
難
計

画
策
定
の
状
況
は
。

　
　
　

富
士
山
火
山
避
難
基
本
計
画
や

富
士
山
火
山
広
域
避
難
指
針
な
ど
、
参

酌
す
べ
き
計
画
が
年
度
末
に
確
定
し
た

ら
速
や
か
に
地
域
防
災
計
画
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。

問答

（
※
）
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

通
学
や
仕
事
の
傍
ら
、
障
が
い
や
病

気
の
あ
る
親
や
祖
父
母
、年
下
の
き
ょ

う
だ
い
な
ど
の
介
護
や
世
話
を
し
て

い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
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一
般
質
問

公共建築物や道路橋梁等の社会インフラ管理は、地域の実情を考え、
存続や統廃合等についてさらに丁寧な議論が求められる

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 人口減少社会の新たな自治体経営Ver2
答 基本的にはデータを基準に考える

動画は
こちら

藤
ふじ

原
わら

 浩
ひろし

 議員

　

人
口
減
少
社
会
の
新
た
な
自
治
体

経
営
が
求
め
ら
れ
る
中
、
多
様
化
し

増
大
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
税

収
減
、
財
政
運
営
は
厳
し
く
な
っ
て

い
く
こ
と
を
推
計
し
、
町
の
課
題
解

決
に
向
け
以
下
の
質
問
を
す
る
。

　
　
　

国
が
示
す
と
お
り
、
限
ら
れ
た

予
算
と
人
員
で
よ
り
効
果
の
高
い
政
策

形
成
を
も
た
ら
す
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
※
）
を

業
務
に
取
り
入
れ
、
官
民
デ
ー
タ
活
用

推
進
基
本
計
画
策
定
を
目
標
に
、
証
拠

本
意
の
政
策
形
成
の
手
法
を
業
務
に
取

り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
策
定

す
る
予
定
は
な
い
が
、
統
計
デ
ー
タ
の

利
活
用
推
進
が
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会

実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
積
極
的
か
つ
実
践
的
な
統
計
デ
ー

タ
の
活
用
に
よ
り
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
が

可
能
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問答

　
　
　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
集

約
や
他
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
統
廃
合

に
よ
り
、
総
量
削
減
を
前
提
に
計
画
的
保

守
を
実
施
。イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
は
、

点
検
・
調
査
の
上
保
守
管
理
を
行
い
、
コ

ス
ト
低
減
や
平
準
化
を
進
め
る
。

　

広
範
囲
に
イ
ン
フ
ラ
が
存
在
す
る
こ

と
を
考
え
、計
画
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

町
税
を
主
軸
財
源
と
し
世
代
間
で
公
平

な
負
担
と
な
る
よ
う
適
正
化
を
見
据
え

た
見
直
し
を
前
提
と
し
計
画
期
間
内
に

お
い
て
も
、随
時
見
直
し
を
検
討
す
る
。

答

　
　
　

令
和
３
年
３
月
改
訂
の
山
北
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
、
主
な

財
源
を
町
税
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
人

口
減
少
の
推
移
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
施

設
等
管
理
に
つ
い
て
明
確
な
根
拠
を
示

し
、
適
切
な
修
正
等
を
行
い
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
社
会
で
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

（
※
）
へ
の
取
組
み
は
。

問

（
※
）
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
、「
証
拠
に
基

づ
く
政
策
立
案
」
の
こ
と
で
、
国
は

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
で
、

県
に
は
策
定
義
務
と
し
、
市
町
村
は

努
力
義
務
と
し
て
い
る
。

　

統
計
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
取
り

組
み
は
全
国
の
地
方
自
治
体
で
、
注

目
さ
れ
て
い
る
。

（
※
）イ
ン
フ
ラ
と
は
、上
下
水
道
、道

路
、橋
、学
校
、病
院
等
、人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
生
活
基
盤
を
さ
す
。

　

高
度
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た

老
朽
化
施
設
増
大
に
つ
い
て
、
全
国

的
に
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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やまきた町議会

おしゃべり Cafe
　議会は５月から新たな体制でのスタートと
なりました。今後も皆さんの声を幅広く伺っ
ていきます。

きかせて 山高生の声きかせて 山高生の声
　山北高校の生徒43名の皆さんに「議会のおと211号」を読んだご意見、　山北高校の生徒43名の皆さんに「議会のおと211号」を読んだご意見、
感想を寄せていただきましたので一部を紹介します。感想を寄せていただきましたので一部を紹介します。
　なお、いただいたすべてのご意見等は町のHPに掲載します。　なお、いただいたすべてのご意見等は町のHPに掲載します。

１/20 小田原百貨店
◆�小児医療を18歳まで拡大してほしい。
◆�政務活動費って何なのか。

3/20 小田原百貨店
◆�政務活動費の使い方は明確にできるのか。
◆�山北駅周辺の店舗の減少で、買い物難民が増えて
しまう。何か対策を考えるべきではないか。

2/20 山北駅前 Cafe NICO
◆�若い世代を増やす対策として、育児、支援センター
の受付時間の検討、保育園の利用時間を延ばす
などしてほしい。
◆�外国人に日本語を教える人材を確保するべきでは。
◆�耕作放棄地、空地の活用など農業をやりたい人へ
の対応をするべきでは。

◆�サンライズ山北近くに子どもの遊べる場が欲しい。

全感想は
こちらから

★	

災
害
発
生
直
後
の
初
動
対
応
の
課
題
を
厳

密
に
組
み
立
て
て
、
町
民
を
守
る
た
め
日
頃

か
ら
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
と
思
っ
た
。

み
ん
な
の
町
は
み
ん
な
で
守
る
と
書
か
れ
て

お
り
、
地
域
の
人
々
と
協
働
し
て
町
を
守
ろ

う
と
い
う
意
思
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

★	

一
般
質
問
の
記
事
は
、
議
員
の
方
々
を
一

人
ひ
と
り
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
方
が
ど

の
よ
う
な
考
え
を
し
、
ど
の
様
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
よ
く
わ
か
っ
た
。
山
北
町
の
改
善

す
べ
き
と
こ
ろ
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

★	

必
要
と
す
る
方
に
生
活
必
需
品
の
支
援

は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
提
供
し
て
あ

げ
る
こ
と
で
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

優
し
い
町
で
あ
る
と
思
っ
た
。

★	

男
性
女
性
関
係
な
く
、
子
ど
も
と
の
時
間

を
大
切
に
す
る
方
が
重
要
だ
か
ら
、
男
性
の

育
児
休
暇
は
必
要
だ
し
賛
成
で
あ
る
。

★	

「
山
北
柔
道
ク
ラ
ブ
の
記
事
」
タ
イ
ト
ル

の
「
試
合
に
勝
つ
強
さ
よ
り
人
と
し
て
の
強

さ
を
」
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
私
も
考

え
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
だ
と
思
う
。

★	

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
増
刷
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
た
。
生
活
が
苦
し
い
人
た
ち
に
対

し
対
策
が
あ
っ
て
、
普
通
に
生
活
で
き
る
人

も
苦
し
い
人
も
メ
リ
ッ
ト
あ
る
政
策
だ
と
感

じ
た
。

※当日の様子など記載したおしゃべりCafe 通信は
　ホームページでご覧いただけます。
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議
会
で
は
、
住
民
福
祉
向
上

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。
今
回
、
令
和
４
年

度
最
後
の
議
員
研
修
と
し
て
、

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
・
招
聘
研
究
員
の
亀
井
誠

史
先
生
を
お
招
き
し
、「
町
民

と
つ
な
が
る
議
会
改
革
」、「
議

会
へ
の
町
民
参
加
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
亀
井
先
生
の
活

動
と
全
国
各
地
の
事
例
を
題
材

に
、
議
会
改
革
に
結
び
つ
く
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
特
に
興
味
深
か
っ
た

の
が
、「
議
会
改
革
に
は
ゴ
ー

ル
が
な
い
」
地
方
議
会
の
議
会

改
革
に
は
何
を
や
る
べ
き
か
と

い
う
問
い
に
対
し
「
明
確
な
答

え
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動

に
は
「
町
民
の
議
会
へ
の
参
加

が
重
要
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

今
後
、
研
修
で
得
た
成
果
を

住
民
福
祉
向
上
に
役
立
て
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

きかせて 山高生の声きかせて 山高生の声

研修会レポート

議会改革は議会改革は
｢町民の議会への参加｣｢町民の議会への参加｣

№212議会のおと№212議会のおと
 広報モニターアンケート 広報モニターアンケート
　12名の議会広報モニターの皆様から、前号のアン　12名の議会広報モニターの皆様から、前号のアン
ケートに回答していただきました。毎回沢山のご意ケートに回答していただきました。毎回沢山のご意
見、ご指導、アイデアをいただき、すぐ取り入れられ見、ご指導、アイデアをいただき、すぐ取り入れられ
るものは早速編集に活かしております。すべてのご意るものは早速編集に活かしております。すべてのご意
見を載せられず残念ですが、一部をご紹介します。見を載せられず残念ですが、一部をご紹介します。

多様な声がつくる議会だより
モニターの方の声を聴き、住民が何に興味
があるのか、何を求めているのか、議会だ
よりに活かし、より住みよい町にしていき
たいと考えています。

“みんなの声で“みんなの声で
　　議会 　　議会 ●●の おと がの おと が
 もっと良くなる” もっと良くなる”

※�全集計結果はホームページ
に掲載しています。

これがQRコード➡
ス マ ホ の カ メ ラ で 
読み取ると紙面等を
見ることができます。

～
表
紙・裏
表
紙

に
つ
い
て
～

◆	

「
未
来
に
ジ
ャ
ン
プ
」

の
通
り
閉
塞
感
を
吹
き

飛
ば
す
勢
い
を
感
じ
ら

れ
る
。

◆	

写
真
の
団
体
と
議
会
の

か
か
わ
り
を
わ
か
る
表

現
が
あ
る
と
良
い
。

◆	

裏
表
紙
の
町
議
会
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、目

立
っ
て
良
い
と
思
う
。

～
審
議
結
果
に

つ
い
て
～

◆	

わ
か
り
に
く
い
言
葉

や
意
味
の
分
か
ら
な

い
言
葉
が
あ
っ
た
。

◆	

審
議
結
果
の
ス

ペ
ー
ス
が
広
す
ぎ
、

半
分
に
し
て
別
の

記
事
を
載
せ
た
方

が
良
い
。

～
紙
面
に
つ
い
て
～

◆	

お
し
ゃ
べ
り
C
a
f
e	

は
意
見
を
読
む
だ
け
で

町
政
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

◆	

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
で
き
て
良

か
っ
た
。

◆	

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
、住

民
の
町
政
へ
の
意
識
づ

け
が
必
要
と
思
う
。

～
一
般
質
問
に

つ
い
て
～

◆	

動
画
配
信
が
始
ま

り
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も

つ
い
て
る
。

◆	

内
容
が
、日
々
の
困

り
ご
と
か
ら
将
来

を
見
据
え
た
質
問

と
多
岐
に
わ
た
り

充
実
し
て
い
る
。

～
そ
の
他ご

意
見
～

◆	

議
会
の
開
催
に
つ
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

そ
の
他
の
方
法
で
目

に
付
く
よ
う
、知
ら

せ
て
欲
し
い
。

◆	

移
住
者
の
声
を
伝
え

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

た
ら
い
い
と
思
う
。

◆	

一
般
質
問
が
義
務
で

は
な
く
任
意
で
行
わ

れ
て
い
る
な
ど
、ま

だ
ま
だ
議
会
の
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
な
い

と
思
っ
た
。
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西
丹
沢
の
シ
ロ
ヤ
シ
オ
や
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
、

山
々
の
緑
も
色
鮮
や
か
な
季
節
と
な
っ
た
令
和
５
年
５
月
、
山

北
町
議
会
も
12
名
の
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
進
む
人
口
減
少
に
加
え
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
町
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
解
決
に
向

け
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
私
た
ち
議
会
に
求
め
ら
れ
る
声
は
、

こ
の
先
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

世
の
中
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
共
に
デ
ジ
タ
ル
分
野
も
急
速
に
進

み
、
新
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
広
報
広
聴
委
員

会
も
町
民
対
話
や
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
活
用
な
ど
、
新
た

な
分
野
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

本
号
は
３
月
定
例
会
で
審
議
し
た
令
和
５
年
度
予
算
な
ど
、

旧
体
制
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。
多
様
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
児
玉
洋
一
）

編
集
後
記議会事務局 75-3653お問い合わせ

第２回定例会（予定）
議会の傍聴においでください

庁舎内テレビでも放映しています
6月13日（火）～6月13日（火）～

ダ
ン
ス
で
心
も
身
体
も
健
康
に
！

ス
マ
イ
リ
ー
キ
ッ
ズ
　
代
表

宗
像
幸
枝
さ
ん

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

私
た
ち
は
、
小
学
生
の

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ス
マ
イ

リ
ー
キ
ッ
ズ
」
で
す
。

　

創
立
は
、
1
9
9
9
年

４
月
で
す
。
今
年
で
24
年
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
町
で
子
ど
も
向
け
に
開
い
た
「
体
操

教
室
」
が
好
評
で
、
ぜ
ひ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
継
続
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
な
ど
に
よ
っ
て
現
在
メ
ン
バ
ー
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
曲
に
合
わ
せ
て
元
気
い
っ
ぱ

い
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
体
力
が
つ
き
、
姿
勢
も

良
く
な
り
集
中
力
も
つ
き
、
更
に
は
人
前
で
踊
る

こ
と
で
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
町
の

方
々
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
楽
し

く
ダ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
「
笑
顔
と
健
康
の
輪
」
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　3月 16日に発行した議会活動レポート 2022
における福祉教育常任委員会活動報告におい
て、一部誤解を生じる文章表現がありましたの
で、次のとおり訂正させていただきます。

【訂正後】担当課が一元化されたこと以外
効果が見えにくいが今後に期待

【訂正前】担当課が一元化されたこと以外
効果が見えない
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